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平成 24年度から3か 年で取 り組んできた「活用力を向上させる学習指導の

実践的研究Jが,本年度をもって終了しました。

本研究の推進にあたっては,増毛中学校 (担 当 :大石晴之教論),古 丹別小

学校 (担 当 :佐治慎吾教論)の 2校に研究協力校をお引き受けいただくととも

に,初 山別中学校 :高本加奈子教論,留萌小学校 :須 田創教諭.増 毛小学校 :

佐藤秀斗教諭,北光中学校 :伊東裕紀子教論の 4名 に研究協力員をお願いし,

授業実践において研究の視点と内容の有効性を検証するべく取り組んでまいり

ました。

日々の授業をはじめ,校務多忙な中での授業構築や授業公開に取り組んでい

ただいた先生方には,心から感謝を申し上げます。

さて,本研究で目指した 「活用力の向上」というものは,文書の印象からす

ると, シンプルな言葉で容易に理解できそうな感 じがするものの,そ の実体…

子どもの具体的な活動状況のイメージはなかなか難しいものだったように思つ

ています。

どのような授業で,ど のような指導をすれば活用力を向上させられるのか ?

子どもたちのどのような姿をもって活用力が向上したかをとらえるのか ?な ど,

研究主題の解明には乗り越えなければならない多くのハー ドルがありました。

昨年 4月 ,本研究の最終年度にあたり『 「活用力を向上させる学習指導」を

テーマに取 り組んだ研究のまとめから,指導のポイントをコンパクトに,わか

りやすく提示することJを活動の柱に掲げました。そして 1年 .積み重ねた検

証授業をベースに本研究紀要の発刊を迎えましたが,管内各学校で指導する先

生方の実践に役立つような一般解を示すまでに至ることができたかについては ,

少々不安も残るところです。

3年間にわたった研究の取組は一つの節目を迎えたものの,「教育は終わ り

のない営み」であると言われます。終わ りがないからこそ,テーマに掲げた

「活用力の向上」についても,絶 えずその実現に向けて有効な手法を求め続け

なければならないと考えています。

一方で,教育の世界では,新たな方向性や教育像が明らかになってきている

今,そ の情勢を踏まえつつ先を読み,留萌管内における教育の課題を的確にと

らえ,課題の解決に資する研究・研修活動の推進に力を注いていく所存です。

終わりになりますが,本研究所の運営に対してご支援を賜りました管内各市

町村教育委員会,北海道教育庁留萌教育局.留萌管内小中学校長会・教頭会,

管内各学校教職員の皆様,そ して,研究内容等に対してご指導,ご助言をいた

だいたり,研究推進を支えたりしてくださいました全ての方々に感謝とお礼を

申し上げ,発刊にあたってのご挨拶といたします。

平成 27年 3月

留萌管内教育研究所長 東 公 康
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今日的な学校

●育の課題か

ら

これまでの研

究及び管内の

実菫から

道研連研究主

■とのかかわ

りから

21世紀は新しい知識・ 情報・ 技術が政治 。経済・ 文化をはじめ社会のあらゆる

領域での活動の基盤として飛躍的に重要性を増す「知識基盤社会」の時代といわれ

ている。このような社会において,確かな学力.豊かな心,健やかな体の調和を重

視する「生きる力」を青むことがますます重要になつてくる。

また,児童生徒の国際的な学力調査においても思者力,判断力,表現力等を間う

読解や記述式の問題.知識・ 技能を活用する問題に課題があるとされている。この

ようなことから,今,子どもたちに思考力・ 判断力 。表現力を身に付けさせ,学ん

だことを日常的な場面で活用できる力を青むための教育が求められている。

本研究所では,これまで 5次に及ぷ共同研究に取り組んできた。前回は確かな学

力について研究を行い,成果と課題を明らかにしたところである。また。研究を進

めるにあたつては留萌管内の実態に合わせた,教育現場で活用できる研究を心がけ

てきた。

今回新たに研究テーマを設定するにあたり,平成 19年度から実施されている全

国学力・ 学習状況調査の結果を踏まえ,管内の児童生徒は,いわゆる主として『活

用』に関係する問題に課題があることが指摘されていたため,この研究テーマは教

育現場ですぐ生かされるであろうと考えた。

また,「活用」に焦点をあてた研究を進めることは学校のテーマとしてなかなか

なします,研究所だからこそ積極的に取り組むことができるテーマではないかと者

えた。

北海道教育研究所連盟 (道研連)では,第 14次共同研究において実践的な指導

力の向上を図るこれからの教員研修の在り方を目指し「実践的な指導力の向上を図

る教員研修の改善」を研究主題に掲げ,3か年継続研究を進めてきた。昨年度で終

了し,今年度は,新研究テーマを立ち上げ,研究に取り組むことが9月の全道大会

において決定した。

教員の実践的な指導力の向上を図る研修を行うことで,現状の学校教育の課題で

ある「子どもが意欲的に知識 。技能を習得し,活用する力を身に付け。また学習習

慣.生活習慣等を改善していこう」とするねらいが見られる。「知識・技能を習得

し活用する力や学習意欲を高める」については,本研究の根幹にあたる事項である

ことから,本研究を推進することにより。道研連研究主題解明の一翼を担うことが

できると考える。
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活用力を向上

させる

全国学力 。学

冒ポ滉調査に

おける北海道

の現器

研究所の役

“

学冒僣導の

実鵬的研究

平成19年度全国学力 。学習状況調査が,小学校第6学年及び中学校第3学年

を原則として全児童生徒を対象に,4月 24日に実施された。

調査の内容は,教科に関する調査 (国語と算数・数学。平成24年度は理科が

追力0)と生活環境や学習環境等に関する質問紙調査 (児童生徒対象と学校対象)

がある。教科に関する調査については,主として「知識」に関する問題と,主と

して「活用」に関する問題の2種類からなつている。主として「知識」に関する

問題は.①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や.

②実生活において不可欠であり常に活用できるようになつていることが望ましい

知識・技能などを調査するものである。主として「活用」に関する問題は,①知

識・ 技能等を実生活の様々な場面に活用する力や。②様々な課題解決のための構

想を立て実践・ 評価・改善する力などに関わる内容を調査するものである。

以来平成25年度の実施まで過去7度に渡つて実施されてきた。平成22年度

までの結果については,周知の通り北海道の正笞率は全国平均より低く,特に活

用力を間うB問題の正答率は,50%近 くを推移するレベルである。

活用を苦手とする北海道における実態は,日萌管内でも同様の現状である。そ

こで,研究所として活用する力を伸ばすためには,どのような指辱を心がけてい

けばよいのかを今年度からの3か年の組続研究のテーマとしていくことにした。

また。全国学力・学習状況調査に合わせ。国語,算数・ 数学,理科を研究の教科

の対象とし それぞれの教科でどのように進めていけばよいかの理論研究を進めた。

学習指導の改善,開発が重要であるという点から,本研究では実践授業を重視

する。

理論研究にとどまらず,授業を通しての実践研究は,理論の検証や指む法の改

善を効果的に進めることができると考えた。また,授業研究を重ねることにより,

教師の技■はもとより,子どものよりよい成長を図り,さらにこれから必要とな

る学習18導の様子を各学校に発信できる。授業実践を重ねながら,研究を深めて

いきたい。

国語B 正答率 (%)

年 度 H19 H20 H21 H22
北 海 道 58.0 46.4 45.9 71. 2

全  国 62.0 50.5 50.5 777-780

算数B 正答率 (%)

年 度 H19 H20 H21 H22
Jヒ 海 道 58.6 47.7 51. 5 43.8

全 国 63.6 51. 6 54.8 491-495
※平成22年度は抽出校による結果
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算
数
・数
学
科

◇

◇

論理的に思者できる子ども

思者したことを効果的に表現できる子ども

:なりました。このことから～ことが
,::〕

国
語
科

前,やつたのににてるな。

同じように考えて解けないかな?(類推的)

洗濯機に水をためていくと

2分のときは,6Lに なる。3分のときは,9Lに なる。

4分のときは,… …

そうしたら式は,どうなるかな?(帰納的)

ここが平行だとすると△ABCは,二等辺三角形になる。

だから…… (演椰的)

私はこう思います。なぜなら○行日に～と書かれていることや

O行日に～と書かれているからです。

私は,～と思います。なぜなら前にやった実験でこういう

結果が出ていたからです。
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(1) 研究期間

平成24年度から平成26年度までの3か年継続研究

(2) 研究領域

(3) 研究の方法

国語科.算数・ 数学科,理科

① 研究員会議や研究協力校。研究協力員との合同研究会議,道研連との共同研究などを通

して,研究内容の検討や交流を行う。

② 研究協力校及び研究協力員による授業実践を通して,研究内容についての検証を進める。

③ 研究のまとめとして.各年度末には研究紀要を発刊する。

、ヽくゝ ,

う
や
リ
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(4) 年次計画

視点2「考える場の工夫」 視点3「表現する場の工夫J

【算欧・欧学科】

・情

"の
分析・解釈や遭択をさせたり.他

歓科とのつながりを感じさせたりする同

日の工夫

・ 目標達成に向けた指導II百の■夫と晨り

返り同燿の位置付け

【理科】

・事魚との出会いを工夫じ.基礎的・基本

的な知臓及び技能を活用して凛目を解決

する活動の工夫

観察・実験を中核とした固■解決学習の

工夫

・実験結果・考察を基に織

“

を導き出し―

般イヒする活動の工夫

:算量・量学科】

・問題●面を把■じ.解決に向かう見通しを

もたせる●の■失

・筋道を立てて考えることにより思考を深め

る活動の工夫

・振り返つて考え,一般化したり,発展的に

考えさせたりする活動の工夫

【理科】

・反習の知餞や生活経験と関係付けて考え.

予想や仮脱を立てさせる●の工夫

・結果を基に晨習知口と関係付けて考察させ

る●の工夫

・結口を駐理する■の工夫

【算餞・餞争料】

・考えたことを国や表.グ ラフ.式

等を用い 文章として表現する活

動の工夫

・ 自分の考えやその理由を説明した

り,他の考えを聞いたり,説明し

たりする活麟の工夫

:理科】

・ 自然●なから考え.問題を見いだ

し,魔習の知餞や生活経験と関係

付けて考え.予想や仮観を説明す

る●の工夫

・観察・宴験を「 I面実行 L.結果を

■に凛習の知● と関係付けて ,

考察したことを説明する●の工失

・整理した結

“

を,腱明する活動の

■夫

・情憚の分析・

"駅
や選択をさせたり.日 常生活の場面や他の

軟科とのつながりを感じさせたりする間日の工夫

・ 目凛逮威に向けた指導針百の工夫と撮り返り問題の位置付け

【理科】

・事0と の出会いを工夫じ.I●的・基本的な知餞及び技能を

活用してaHを解決する活動の工夫

・観察 実験を中怯とした固■解決学習の工夫

・ 実験結果 考察を基に結綸を導き出し,一般化する活動のエ

夫

【口

“

科】

・言語活BIの ■夫

・指導●I項.指導内容の明薔化

。同■場面を把握じ.解決に向かう見通しをもたせる場の工夫

・椰道を立てて考え.考えたことを回や表,グ ラフ,式,と ロ

係付けて,文章として表現し,説明する場の工夫

・猥り返つて考え,一般化したり,発展的に考えさせたりする

場の工夫

【理科】

・曖習の知餞や生活饉験を関係付けて考え.予趣や仮説を立て,

説明する場の工夫

・観察 実験を計画実行し,議果を基に■習の知■と関係付け

て考0し ,説明する場の工夫

・結綸を整理し,説明する●の工夫

【口●科】

・テキストの文章を機

“

に,■見を考え記述する●の工夫

自分の感したり.考えたりしたことを簡潔に表現する●の■

夫

・ 日的に応して多様な文章や贅料を■み,考える0の工夫

■点1『個専計面の工夫J 祖点2「考え,表現する場の工夫」

活用力を向上させる学習指導
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(5) 今年度の計画

4月 。年間計画立案

。研究協力校,研究協力員の確認と決定

。道研連定期総会

【4月 18日 (金 )】

5月 。合同研究会議に向けた準備

6月 ・ 第8回合同研究会議

(今年度の研究の推進)

。今年度の研究に関する理論研究

7月 。今年度の研究に関する理論研究 ・ 北海道教育研究所連盟夏季研究所員研

修会

【7月 31日 (本)～8月 1日 (金 )】

8月 。今年度の研究に関する理論研究

9月 。第 1回検証授業指導案検討

・ 道外視察 (秋田県)中野・ 小山

。第 1回a81授業 増毛小学校 理科

。第9回合同研究会議

・ 第69回北海道教育研究所連盟研究発

表大会 (石狩大会)

所長 0中村・豊崎・ 會田

【9月 26日 (金 )】

10月 。第2回検証授業 北光中学校 国語科

。第 10回合同研究会議

11月 0第3回検証授業 古丹別小学校 算数科

。第 11回合同研究会議

12月 。今年度の研究の成果と課題について

1月 ・ 研究紀要編集作業

。次年度の研究について

2月 。第 12回合同研究会饉

。今年度の研究の成果と課題について

。研究紀要原稿の編集と校正

。日萌教育局との合同研修会

3月 。研究紀要第20号発刊
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活用力を向上させる学雪指導の実践的研究
～学習過程における場の工夫を通して～

畢

目指す子 ども像

○論理的に思者できる子ども

○思者したことを効果的に表現できる子ども

畢

【算・ 数】単元終末段階の活用問題へ至るまでの指38t画 を工大 し,思 者

・ 判断・ 表現する場を学習過程の中に位置付けて指導 してい<
ことで,子 どもたちの活用力を向上させることができる。

事敏との出会いを工夫 し,基礎的 。基本的な知識及び技能 を

活用 して課題を解決させる。また。思者・ 判断・ 表現する場を

学習過程の中に位置付けて指導 してい<こ とで,子 どもたちの

活用力を向上させることができる。

単元の指導事項を明確にし。単元を■ <言 語活動を位日付け充

実させる。また。そこに至るまでの学習指導の内容を明確 1ヒ し

たり。表現する場を充実させたりしていくことで,子 どもたち

の活用力を向上させることができる。

【理 科】

【国 語】

畢

1観点1〉 書旨導 計 画 0工 夫
畢

文章による表理の青咸
麟理的思考力の青成

用力が向上した子ど
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1 研究の各視点について



【本年度の研究 ～ 算数・数学科】

「指導計画の工夫J

・情報の分析・ 解釈や選択をさせた り, 日常生活の場面や他教科 との

つなが りを感 じさせた りす る問題の工夫

・ 目標達成に向けた指導計画の工夫 と振 り返 り問題の位置付け

「考え:表現する場の工夫 J

・ 問題 場 面を把握 し,解 決 に向か う見通 しを もたせ る場 の工夫

・ 筋道 を立てて考 え,考 えた ことを図や表 ,グ ラフ,式 等 と関係付 け

て,文 章 と して表現 し,説 明す る場 の工夫

・ 振 り返 って考え,一般化 した り,発展的に考え させた りす る場の工夫

単元終末における活用力を測 る問題を解 くためには ,

椰　・基本を　　̈
ｍ
　̈　麟

こ とが

できる。)

②問題の内容を しっか りと理解する。

(分 かつていること,求 めること,求 めるのに必要な こと,使 うべき知識・

技能 )

視 点 2

活用力を測る問題に

は,記述で●かせる

問題があることも

念頭に置<。

こんな活用力を瀾る同目を解くことができるようにさせたい。

そのために必要な薔礎・基本をどのように身に付けさせようか?
(各時間で)

こ
基礎・基本の力を身に付けることができたかどうか (様々な場面で使い
こなすことができる)を確かめるために,どのような撮り返り同目をさ
せるか。

昨年度の反省から思

考 し,表現する (

式,表,グラフなど

と文章が合わきった

説明)場を経機的に

各授業の中でつくつ

ていく。
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昨年度の初山別中学校で行つた検証授業

わからない数

が2つあるぞ?

わからない数の

情報を組み合わせると

未知数が一つで表せる

んだ。

を確認

!.壺顎撮豊111駐 :えた。上。i
3

活用力の向上 同じように考えたら

自分で解くことができた.

必要な情ull何だろう?

数■か何を表しているかノート

に言葉で0いてまとめよう!

かけ算の考え方を活用 して,残 ったチ ョコレー トの数を求める。

基準量 (lつ 分の数 )を 決 め (見 付 け),そ れ がい くつ分

あるかを見付 け る。

( 本年度 古丹別小学校 佐治先生の授 業 〉

単元の薔礎・基本で

もあり,活用間目を

解くための基礎・善

本となる知餞

式 か ら図 をつ く り説 明す る

振 り返 り問題 。

数 え 方 を図 や 言 葉 で説 明す る

振 り返 り問題 。

(例 )6× 3の 式になる図をか

き,そ の図について説明 しま し

ょう。

(例 )○ ○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○○○○

○の数の数え方を図や言葉で説明

しま しょう。

活用力の向上
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【本年度の研究 ～ 国語科】

「指導計画の工夫J

・ 言語活動 の工夫

・ 指導事項 ,指導 内容の明強化

「考え,表現する場の工夫』

ス トの文章を根拠に,意 見を考え記述す る場の工夫

。自分の感 じた り,考 えた りした ことを簡潔 に表現す る場 の 工夫

・ 目的 に応 じて多様 な文章や 資料 を読み ,考 える場 の 工夫

話 す ,聞 く能 力

書 く能 力

読 む能 力

1単 元 を通 してのみで育成 され る もの ではない。

こ
年間 を通 して継続 的 に育成 され ,達成 され るべ き 目標。

年間の指導を通して育成された子どもの姿をイメージする。

各単元においてどのような指導を行つていくか,日
標に向かう姿につながりをもたせる。

「
―
―
Ｉ
Ｊ

昨年度 ,留 萌小学校で行つた検証授業

※視点 1に 年 間通 して育成 され た子 ど

もの姿 〈活用す る力 を備 えた子 ども)

とそ こに至 る本単元の位 置付 けにつ

いて最初に記述す る。

学 習 指 導 要 領 指 導 事 項

「本 を お す す め す る 帯 紙 を

い く。
工 夫 され た 表 現 の 効 果 を
考 え る 。
学 ん だ 表 現 技 法 を 使 つ て
短 く ,わ か りや す い 解 説
文 を つ く る 。

又  ノ:|と /ソ フ
「

」
文 を 読 み 解 き な が ら
め の 一 文 を 見 付 け て

言語活動は,「自分の考え

や思いを,根拠をはつきり
させながら表現する活動」
というおさえ。
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〈本年度北光中学校伊東先生の授業〉

今までの学習指導で…

日得事項

文学作品

(読 む こと)

根拠 を本文 か ら見付 け,気持 ち

を考 え,文 章 にま とめ る。

本 単元では…

指導事項 「伝 えたい事実や事柄について,自 分の考えや

気持 ちを根拠 を明薇に して書 くこと。J

「画商になって,絵 のよさを引きだそ う」言語活動

数材文指導 ・鑑賞の根拠 となる観点の理解。

・饉賞文の書き方。 タッチを構々に責えた

イラス トの比較

活用力の向上
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果．

陪
腫

と

を
　
。　
結

　
　
　
　
の

る場の工夫

・観察・ 実験 を計画実行 し,結果を基に既習知餞 と関係付 けて考察 し,

説明する場の工夫

・結論を整理 し,説 明する場の工夫

【本年度の研究 ～ 理科】

視点 1の 課題 として,事 象 と実験 と結果 を既習事項 とどの よ うに結び付 けて考え させ

るか とい うことがあげ られた。それ をク リアす るためには,単元の中での知識はつなが

つているとい う意識 をもたせ ることが大事 となる。 可能であれば前時の考察か らさらな

る課題が浮かび上が り,実験 を して考察 してい くとい うスパイ ラルがつ くられ てい くこ

とが望ま しい と考える。

視点 2に おいては,文 章で説明す ることは大事であるが,理科の場合,図 等 を用いて

説明す ることが重要になる場合 も多い。その場合重要な ことは,図 をどの よ うに説明す

るかである。

麟菫″ 例えば,昨年度の理科の検証授業か ら考えると

自分の描いた図を提示 し,

「鉛 筆か ら出た光は,Aの 位 置でガラス面に入

る ときに屈折 し,さ らにガ ラスか ら出 る ときに

Bの位 置で屈折 して 目に届 く。 この とき,光 は

実際 の鉛筆の位 置 よ りも左側 か ら光が くるので

左 にずれ て見 える。」

とい う説 明が され る とよい。 ノー トには,図 と文章
口゙  が書かれ てお り,他 の子 どもに説明す る ときは ,図

を見せ るよ うに して,文 章は必ず しも見せ る必要 はない。 大切 な こ とは,そ の図等 を しっ

か りと理解 してい るか ど うかである。 これ らの ことをふ まえて,思 考力・ 表現 力の向上 を

図 つてい く。

9、

-12-



昨年度 の増 毛中学校 で行 った検証授 業

〈本年度 増 毛小学校 佐藤先生の授業〉

教師の示範 実験か ら児童 自ら問題 を見いだす。

・ い くらで も溶 け るのかな ?

・ た くさん溶 かす には ?

・ 溶 けてい るのを取 り出す には ど うした ら ?

・ 重 さは変わ るのかな ?

事彙との出会い

予  想 ノー ト

実  験

綸  黒

足りない椰分を補う。よりよい言葉を見付ける。

考  察 自分の考えを書き,交 流をする

既ヨ事項や生活経験など理由のある予想を立てさせる。

活用力の向上
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■
■ 「間題解決学習を行い,思考力。判断力・表現力を高める」学習指導の実践的研究

～根■を明■にした予想を立て,自分の言葉で考察を考えさせる学目指導の工夫～

増毛町立増毛小学校 佐  藤  秀  斗  教論

2「段階を踏んで言語活動へとつなけ:指導目標へとせまる」学習指導の実践的研究
～表現力を高めるための学習指導の工夫～

留繭市立1ヒ光中学校 伊 東 裕紀子 教論

3「思考と習得とをつなげ:活用力の向上を回るJ学習指導の実践的研究
～交流を通して鳳考力・網晰力・表現力を高める学習指導の工夫～

苫菌町立古丹別小学校 佐  治  慎  吾  教論



『
-9Eを

行い,勘 ・綱■力・― を目めるJ

9-暉 咄
～根拠を明確にした予想を立て, 自分の言葉で考察を考えさせる学習指導の工夫～

(小学 5年 理科 単元名「もののとけ方」 全12時間)

増毛町立増毛小学校 佐 藤 秀 斗

1 は じめ に

(1)単元について

本単元は,学習指導要領の内容 B(1)「 物質とエネルギー」を受けて構成されたも

のである。物が水に溶ける現象を,児童の生活経験を生かしながら取り上げ.同 じ物質

でも温度によって溶ける量に違いがあることや析出の現象を定量的に調べて,水溶液に

おける溶解度の概念および質量保存の概念に迫ることをね らいとしている。

本単元において, ミョウバンや食塩を用い,溶解度や再結晶を一連の実験を通 して調

べ.溶解の規則性に気付かせることは, 日常生活の中で経験する現象を科学的に思考 し

た り,事象への関心や意欲を高め探究 した りしていこうとする態度を培う上で意義深い

と考える。また,物の溶け方に関する知識・理解は, 日常生活の中でも十分に応用でき

ると考える。

さらに,メ スシリンダーやビーカー,ア ルコールランプなどの正しい扱い方,濾過装

置の安全で正しい操作を身に付けること,条件統一の中での量的変化をグラフに表す こ

となどの技能 。表現の力を付けることができる単元でもある。

この単元の学習内容は, 6年 生の学習 「水溶液の性質」につながる内容である。

2 研究の観点

(1)指導計画の工夫

本単元では,導入の段階の示範実験を見て,児童自らが問題を見いだす ことができる

活動を取 り入れ,問 題解決型学習が意欲的な活動になるようにした。また,根拠の明確

な予想を一人一人にしっか りもたせることで,それを検証する実験が主体的なものにな

るようにした。この流れを問題ごとに繰 り返 し行うことで, 自分の言葉で考察 (わ かつ

たこと)を 表現するという力の習得につながると考えた。

そして,知識 。理解の定着を図るために,温度による溶ける量の違いや溶けた物の取

り出し方,質量保存の法則による重さの違いを使い,見た日だけでは違いが分からない

水溶液を見分けるという活用問題に取り組む時間を設けた。

(2)考 え,表 現する場の工夫

問題に対 して,予想 (仮説)を 立てるときには,必ず ノー トに考えを書き,そ れを交

流する時間を設定 した。交流を通 していろいろな考え方に出会い,幅広い考え方を養う

ことができると考えた。実験の『結果』から『わかったことJを まとめる活動でも,自

分の言葉で書く活動を取 り入れた。友達の文章から自分が足 りない部分を補つた り,よ

りよい言葉を見つけ出したりと自分の考えに生かす ことができるように, ここでも交流
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する時間を確保 した。

本時では,『結果』から『わかったこと』をまとめ,グループでの交流を行う際,自

分がまとめた内容と他の人がまとめた内容を比較 し,よ りよい科学的な表現方法を探そ

うとするよう十分な時間を確保 した。

3 単元の目標

物を水に溶かし,水の温度や量による溶ける限度の違いや溶けた物の取り出し方,物
を水に溶かす前後の全体の質量などを調べ,見いだした問題を計画的に追究する活動を

通して,物の溶け方とその規則性についての見方や考え方を養う。

【自然事象への関心・意欲 。態度】

①物を水に溶かすことに興味をもち,調べたいことについて意欲的に話し合おうとする。

②水に溶けて見えなくなった物の行方を, さまざまな方法ですすんで調べようとする。

【科学的な思考 。表現】

①見いだした問題に対して, これまでの経験などをもとに自分なりの予想を考え表現する。

②予想を確かめるための実験の計画を考え,表現する。

③物が水に溶ける限度を,水 の温度や量.物 による違いと関連付けて考え,表現する。

④水に溶かす前後で全体の重さは変わらないことから,溶かした物は水溶液の中に全部あ

ると考え,表現する。

【観察 。実験の技能】

①メスシリンダーやろ過器具・ 加熱器具.電子天秤などを正しく安全に扱う。

②実験計画に基づいて条件を統一した実験を設定して調べ,そ の結果を記録する。

【自然事彙についての知識 。理解】

①物が水に溶ける量には限度があり,その限度は,物の種類や水の量,温度によって変わ

ることを理解する。

②水溶液を冷やしたり,水溶液から水を燕発させたりすると,溶かした物を取り出すこと

ができることを理解する。

③物が水に溶けても,その前後で全体の重さは変わらないことを理解する。

-15-



4 M 「E(全 12踏日)

◎食塩やミョウバンが水にとけ

◎疑間を解決していこう !

寝わ●0● l● ?
こけ00'0?

こけた00●
ここへいっ●0

HE 食塩やミョウバンが水にとける■には限度があるのだろうか。

奥腋 1 食塩やミョウバンが水にとける日に限度があるか調べよう。

わかつたこと

食塩もミョウバンも水にとける量には限度がある。その限度は食塩

とミョウバンとではちがっている。

ミョウバンや食塩をたくさん漕かすには,どうしたら

よいのだろうか。

働を水に溶かすことに

興味をもち ロペたいこ

とについて童歓的に

“
し合おうとする。

(口察・ 発言)

第
１
次
も
の
が
水
に
と
け
る
量

（５
時
間
）

経験などをもとに自分

なりの予想を立て表現

している。
(ノ ート・発會)

lE考・ 表現】

予想を■かめる実験を

考え表現している。

(ノ ート・発言)

視点 2

考え.表現する

場の工夫

メスシリンダーや電子

天絆を正しく安全に技

っている。

(行動)

視点 2

考え,表現する

場の工夫

経験などをもとに自分

なりの予想を立て表現

している.

(ノ ート・発言)

:鳳考・表劇

予想を■かめる実験を

考え表現している。

(ノ ー ト・発書)
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実験計画に基づいて条

件を統一した実験を設
定してロベ.その結果を

記録している。

(ノ ー ト)

【思考・表現】

物が水に溶ける限度を

水の温度や量.物による

違いと関連付けて考え

表現する。

(ノ ート・発書)

実験2 ませ力や水の■や温度が ミョウバンや食塩が水にとける
■と関係しているかどうか調べよう。

視点 2

考え,表現する

場の工夫
わかったこと

ミョウバンや食塩をたくさんとかすためには,水の温度を上げたり,

水の■を増やしたりする。ミョウバンは温度によってとける●が大きく
変わり.食塩はあまり変わらない。

第
２
次
と
け
て
い
る
も
の
の
取
り
出
し
方

（３
時
間
）

◎ミョウバンが晰出した水漕液を観察しよう

間■ 水にとけているミョウノヽンや食塩は,どのようにしたら取り
出すことができるのだろう。

実験 水漕液を冷やしたり。水溶液から水を蒸発させたりして。と
けているものを取り出せるかどうかを調べよう。

わかつたこと

水漕液を冷やしたり,水潜液から水を蕪発させたりすると,水漕液
にとけているものを取り出すことができる。

水に溶けて見えなくな
った場の行方を,さ まざ
まな方法ですすんでロ
ベようとしている。

【鳳毒・表現
饉験などをもとに自分
なりの予想を立て表現
している。
(ノ ート・発言)

【思考・表現】
予想を薇かめる実験を
考え表現している。
(ノ ート・発書)

視点 2

考え.表現する

場の工夫

メスシリンダーや加熱
器具.電子天椰などを正
しく安全に授っている。
(行動)

視点 2

考え,表現する

場の工夫
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第
３
次
水
よ
う
液
の
重
さ

〈２
時
間
）

9

l尋●・ ● 列

経験などをもとに自分

な りの予想を立て表現

している.

(ノ ー ト・発書)

【鳳考・ 表現】

予想を菫かめる実験を

考え表現している。

(ノ ー ト・発書)

,■く●●.

視点 2

考え.表現する

場の工夫

10

メスシリンダーや電子

天絆を正しく安全に根
っている。 (行動)

【知臓・理解】
水溶減を冷やしたり,水
溶液から水を蒸発させ

たりすると,溶かした場
を取り出すことができ

ることを理解する.

(ノ ート)

視点 2

考え,表現する

場の工夫

【鳳考・表現】

水に溶かす前後で全体
の■さは変わらないこ

とから,澪かした物は水

澪薇の中に全部あると

考え,表現する.

イ′_に ヽ

ｎ
　
・
　
・２

03つのビーカーから水と食塩水とミョウバン水がどれかを調べる方

を考える。

0考えた方法を使つて,水 食塩水,ミ ョウバン水がどれなのかを確か

める実験を行う。

視点 1

指導計画の工夫

脚 n・ ]廊】
・輸が溶ける■には限農
があることがわかる。

・働が水に溶ける量には

風度があり,その限度

は,物の■碩や水の■
温度によって変わるこ

とを理解する。
・水溶薇を冷やしたり,

水凛減から水を蒸発さ

せたりすると.溶かし

た●を取り出すことが

できることを理解す

る.

(ノ ート・発書)

5 4哺讀D鶏
(1)本時の目檬

0物が水に溶ける限度を,水の温度や量.物による違いと関連付けて考え,表現することができる。

【科学的な思考・表現】

O実験計画に基づいて条件を統一した実験を設定して調べ,その結果を記録することができる。

-18-
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(2)本 時の展開 (4・ 5/12)

段
階 主な学目活動 (0教師の働きかけ 。児童の活動) 【絆輌規準】と視点,支援O

導

人

（前
時
）

◎前時の確認をした。

〔問題 鶏llζふrをたくさん溶かすには,どうしたら
 〕

1実

験

 釈 ll]ウ
バンrytと ける限度を増やす方法はどれか

  l

展

開

（本
時
）

。水を力0える 。うつし変える

06つの実験を 6グルーフで分

lBして行うので.必要な実験

用具をグルーフごとに確認 し

てか ら準備 をするよ う促 し

た。

I技籠】
実験計画に基づいて条件を続―

した実験を設定して調べ.その

結果を記録している。(ノ ート)

:思考・表現】

実験結果から,とける■と水の

■と温度との関係を考え,表現

している。(ノ ート・発言)

○薔けない子には,P05題 lc正対
した答えの文を目くよう助言

した。
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量 ↑ EE? EE` 柿 , rJ、 壼

ミョウ′ヽン 2杯 1杯 × × × ×

食塩 1杯 2杯 × × × ×

結果をノートにまとめた。(ノ ート 黒板)

実験結果からわかったことをノー トに書いた。

・■慮む■「fOここけ●量が増えう。
・ホ0■を増やけここけ●量も増えう。
・ミ●ウバンけBttt■lrOこたくさんこける。

考えた文章をグループ内で交流した。

■鷹だけでは●
く,■0ことも書
いた方がいいわ。

■魔こ■02つ
のここを

'つ

の

実に,こめるこ

こがで0そうだ

ね。

8塩こミ●ウバン
の目けた量を比ベ

0こともで●●わ。

ま
と
め

◎全体で「わかつたこと」を確認した。

わかったこと

食塩やミョウバンをたくさんとかすためには,水の温度を上げ
たり,水の量を増やしたりする。ミョウノヽンは温度によってとけ

るEが大きく変わり,食塩はあまり変わらない。

。自分の考えた予想を振り返つた。

◎次時の学習内容を確認した。

○他の水溶液も温度を上げた

り,水の■を増やしたりする

と溶ける■が変わることを伝

えた。

6 成果と課題

(1)指導計画の工夫

〔成果〕

。「食塩や ミョウバンをたくさん溶かすにはどうした らよいか。J

ということについて,41活 経験か ら考えた 予想→実験→考察

とlkり 組んでいつたことによ り,rど も達自身が 主体的に実

験にIItり 組み.自 分の言葉で考察することができた。

。「la度による溶け方の違いJと いう本単元で学ぶ 撃
`項

について,

実験を通 して確実に理解することができ,単元後半の活用問

題の解決を図る上で有効であった。

実験結果をよく理解 していたが, 自分の言葉で考察をうまく

表現できない児童には支援が必要であった。
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(2)考 え ,表 理する場の工夫

〔成果〕

・子ども達 ‐人一人が実験のH的 を理解し,予想をしつかりも

っていたので,それを受けての実験結果が,自 分の言葉とし

て表現しやすいものとなっていた。

・グループ交流で友達の考えとの比較を行つたことにより,水

の温度と量の 2つだけに関係して溶ける量が変化すること

をわかりやすい文に書き直したり,食塩とミョウバンの溶け

る量の変化の大きさに注目した文を書き加えたりする様子

が見られた。より優れた表現を見つけ 自分の考察に取り入

れようとする本時のねらいにせまる話し合いができた。

〔課題〕

・わかったことをノー トに書く段階では,た だ単に文章化するだけでなく,教師の側からキー

ワー トを確認しながら文章をつくる等.配慮して活動に取り組ませる必要があつた。

・交流において,友達のよい表現を選ぶ基準が各グループや個人で違いが見られた。そのため ,

交流の視点を明確に設定する必要があつた。
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『殿■を■んでEEmへ とつなげ・ 相ヨロ楓へとせまるJ

撃冒HO奥 目的研究
～表現力 を高めるための学習指導の工夫～

(中学 1年 国籠科  単元名「文章名人 書 くプロセス 3」  全 4時間)

日南市立Jヒ光中学校 伊 東 裕紀子

はじめに

(1)単 元 について

中学校 1年の 「書 くこと」 に関する単元 として, この 「文章名人Jで はいくつかのプ

ロセス (I課題設定 。取材, Ⅱ構成,Ⅲ 記述,Ⅳ推敲,V交 流)に 分けて,文章の書き

方を学習する ことになっている。本教材は,芸術作品の鑑賞文を書 くことを通 して 「Ⅲ

記述Jを 中心 に学習す るものであ り,学習指導要領の 「B 書 くこと」 の 〔B(1)ウ 〕

「伝えたい事実や事柄 について, 自分の考えや気持ちを根拠 を明確 にして書 くこと。」

が指導事項 として設定 されている。

絵画や音楽,彫 刻や建築物な どを含め,幅広 く考えることがで きる 「鑑賞」 とは,表
現の仕方,内包されている意思な どについて,多様な角度か ら光 を当てて,そ のよさを

見極めた り味わつた りすることである。 したがつて,「艦賞 した ことを文章に書 く」時

には,対摯や素材の表現の仕方,作 り手の思 いや見方,作品か ら受 けた印象や感動な ど

について触れ ることが大切である。本教材では,絵画か ら受けた印象が,絵画の中のど

のよ うな表現か ら生まれたのかを考え,表現する活動を通 して,「根拠 を明確 にして 自

分の考えや気持 ちを述べる力」 を身に付けることをね らいとしている。

2 研究の観点

(1)指導計画の工夫

生徒はこれまで,弁論や生活作文を書く取組において,課題設定や構成の工夫につい

て学習を深め,主 に自らの体験を根拠にして意見や感想を述べてきた。また,文学作品

の読み取 りの中では,登場人物の言動を取 り上げ,その理由に説得力をもたせる根拠と

して本文の記述に注目し,文章にまとめる活動を経験 した。 しか し,自 分の気持ちが ,

どういう要因によってそう感 じるのか,そ れを具体的に説明する学習は本教材が初めて

であった。また,音楽科や美術科などでも饉賞文を書く機会はあったが,一言感想程度

の取組にとどまっていた。

本教材では,単元を貫く言語活動として,画商になって絵画のよさを引き出す活動を

設定 し,イ ラス トや芸術作品を見て鑑賞文にまとめる活動を行った。鑑賞文は「芸術作

品から受けた感動を,他の人にわか りやすく伝えるための文章」であるため,独 りよが

りな表現にとどまらず,読み手を意識 して表現を磨 くことができると考えたためである。

これまで,読み取つた文章をもとにして考えを説明する活動には取 り組んできたが ,

文章以外か ら情報を得て考えを述べるためには, どのような観点で情報を読み取るべき

かを知る必要があると考えた。作品鑑賞に慣れていない生徒が多いと考えられるので ,
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初めか ら有名な芸術作品を鑑賞するのではなく,タ ッチを様々に変えた一枚のイラス ト

を比較することを通 して,鑑賞の観点や注目すべき点に生徒自らが気付き,自 分の考え

や気持ちを表現できるようにした。そうして身に付けた技術を使い,最終的には自分の

考えや気持ちを,根拠をはっきりさせて表現する力を身に付けさせたいと考えた。

(2)考え ,表現する場の工夫

導入段階では,生徒が普段見債れているアニメイラス ト風の作品を例に出して,自 由

な感想をもたせるとともに,鑑賞する際の様々な観点に気付かせるようにした。また ,

絵に対する簡単な鑑賞文を自分の言葉で繰 り返 し表現 していくことで, 自分の気持ちを

どのような根拠をもとに述べていけばよいのかを実感させ,身 に付けさせようとした。

学習の最後には 1つ の芸術作品を複数で鑑賞し,交流・批評 し合う活動を行つた。そ

れによって,「 なぜそう思ったかの根拠が示されているか」 「自分の思いが説得力を

もって相手に伝わつているかJを 確認 し。より効果的に伝えるための表現方法を考える

ことができるようにした。

3 単元の目楓

【書くこと】

・芸術作品を見て感じた自分の考えや気持ちを,根拠を明確にして書くことができる。
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4 指導計日

時
数 主な学習内容と生徒の様子 【評価規準】と視点

1

絵に変化 させたイラス トを比べ
,

Oイ ラス トを見て,第一印象を発表しよう。

かっこいい ! キラキラしている

こういう綸は好き !

OOの 綸に似ている !

綸に対する印象は,どんな違いから生まれるのかを考

えよう。

0初 めのイラス トと,様 々

を見る際の観点を知る。

色彩 タッチ 人物のポーズ

雰囲気 写実 背景 光と影

テーマ 構図 線

視点 1

指導計画の工夫

【関心・意欲・感度】

絵 を見て,様 々な観

点 か ら意 見 を も と

うとしている。 (発

表,ワ ークシー ト)

２

（本
時
）

視点 2

考え,表現する

場の工夫

持

に

で

気

確

が

や

明

と

“

は

，
根 拠 を

ふ

。
動

書

分

を

て

る

付

Ｉ

自

ち

し

き

く

＝

４

た

―

「

ｄ

＝

――

「

「

つ

拠

残

根

　

　

一　
　
　
。
　

　

一　
　
のる

う。
一樹
　
一
雑
‐こ，
　
一
」
０
　
一　
』
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■

　

】
印
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一

”

”

　

一
　

て

書

【
サ
　
　
一
ｒ

も
　

　

一　
滅

″
　
。　
一　
　
れ

ト

卜
　
Ｊ

に

賞

ス

ロ
に

■

ロ
ス

ろ

か

鑑

　

。

フ

ラ
　
こ
　
ら

　

一　
広

一■

哺

　
一　

　

一
一　
る

イ

】
―

測

一
イ

と

明

ミ
ヽ
知

0

Ｏ
　
　

　

　

ノ
ー
‐
‐
‐
‐
、
　
　
Ｏ

観点をもとにして,自 分の感 じたことに対する根拠を

述べよう。

色々な観点でイラス トを読み取ればいいんだな…。

イラス トの何を見て,自分はこう腋 したんだろう…。

つなぐ言葉や文末表現を効果的に使おう…。

か
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3

○芸術作品の鑑賞文を書

1面
商になつて,絵 のよ

02つ の芸術作品を.2

さを引き出そ う。

グループに分かれて鑑賞す る。

読み手にわかりやすい表現にしよう…。

つなぐ言葉や文末表現を効果的に使おう…。

この絵は,こ こがいいな一。アピール しよう

0で きた鑑賞文は匿名でいI収

告する。

し,次 時 に批評 を行 う を予
li3Lクシ_卜 )

視 点 1

指 導 計 画 の 工 夫

【書 くこと】

自分 の 考 え や 気 持
ちを,根 拠 を明確 に

して 書 く こ とが で

4

O鑑 賞文を批評する。

鑑賞文を読み,ど のよ うな表現が作 品のよさを引き

出 して いるのか考えよ う。

O全 員の鑑賞文に対し,よ い表現と改善点をメモし,伝 える。

O更 に, 自分とは別グループの鑑賞文には,「 どの鑑賞文が

一番絵の魅力を引き出していたか」を選ぶ。

O全体でよい表現を交流する。

【関心・意欲 。態度】

仲 間 の 鑑 賞 文 を読
み,そ のよ さや改善

点 を考 えている。

(発 表.ワ ー クシー

ト)

5 0国 の実際

(1)本時の目標

0様々な観点をもとに, 自分の思いや考えを,根拠を明確にして書くことができる。

【書くこと】(2)本時の展開 (2/4)

主な学習活動 (0教 師の働きかけ・生徒の活動 ) 【評価規準】と視点,支援○

課
題
把
握
　
　
見
通
し

自分の感 じたことを明らかにして,ミ ニ鑑賞文

を書こう

0前時の学習を振り返り,絵 を見る観点を確認した

1 色彩 タ ッチ

1 人物のポーズ

: 雰囲気 写実

1 背景 光 と影

: テーマ 情図

1    線

視点 1

【指導計画の工夫】

イ ラ ス トか ら 自分 た ち

が読み取 った観点 を,文

章 表 現 の 基 礎 と して 確

認 させた。
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・ 各 自 に配 られ た イ ラス トを 見 て ,「 自分 の考 え た こ

と,印 象 に残 つた こ と」 と 「そ の根 拠 とな る 部分」

を付 箋 に書 き表 した。

0あ まり好みではないイラス トでも,よ い所や印象的

な 部分 を見つ け るよ うに指 示 した。

【書くこと】

自分の考えや気持ちを,根
拠 を明確 に して 書いて い

る。 (付 箋 )

○根拠が見つけ られな い 41

徒 には,絵 を見た感想が

どの観点 によ るものか を

確認 させ,絵 の特徴 を 言

葉で表せ るよ うに支援 し

た。

視点 2

【考え,表現する場の工夫】

観点 を もとに,絵 画の ど

の部分 に注 日すれば ,自

分 の 考 え の 根 拠 とな る

のか を考え させた。

● ●

0ミ ニ鑑賞文を交流 し, 適切な表現 を確認 した。

者えと根拠がかみ合

っているかな ?

つなぎの言葉は

正しいかな ?

どんな観点に注

目するかな ?

この争at兄てtの ううや
l12し てぃしヽそぅ事よkLa t'
ましヽ 。そよ:1,■

1ん の色ゃ、

こ1砕
1葛ふ12t

事ritttTま lな騨
l嶽詈さだ可いく`

7ヽ■ろ

.f r- $i z t? i rj fe rJ' k Pi.t: _

?c.r:.1i?.t ( of rtg.,7
\, ? tuar, tr"tr4 . 1t
f€"rgor A n\ h, ?,.3 t+Qf.rSt. f ;t+.R.c,arjl{B
t-l't P..-t . rrr,trq.rR*
?\e -- 1g r: ! rrh r.t1. 1 . 11

-E r.r1'$.

「背 景」に注 目 して

いるね 。

理 由 を 表 す つ な ぎ

の 言 葉 が ,し っか り

使 わ れ て い ます。
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イ ラス トに 4分 間 で

次 の 人 に回 した。

(3回 線 り返 した )

1個 以 上の ミニ鑑賞文を書き ,

6 鰈 と

…(1)指導計画の工夫

〔成果〕

前時に数枚のイラス トを見比べることで,自 分が

もった感想が絵 の どのよ うな観点 によるものか

に気付き,そ の体験を通 して学んだことが,本時

の様 々なイ ラス トの鑑賞文 を多様な観点 に注 目

して書 くという活動に生かされていた。

普段か らな じみ深いタッチのイラス トを用意 した

ことで生徒の興味・関心を高めることができ,有

名な芸術作品に対 して感 じる 「難解さ」 をあまり

感 じさせずに,素 直な表現を引き出す ことに繋が

った。

〔饉■〕

単元を貫 く言語活動である 「画商になって絵のよさを引き出そう」 という課題の

提示を,第 1時 に行わずに指導を続けていた。本単元で 「根拠を明薔にして文章

を書 く」理由は,自 分の思いを読み手に伝えるということにあるので,相 手意識

を高めるためには言語活動の提示をすべきだつた。

視点 2

【考え,表現する場の工夫】

多 数 の絵 に つ いて 考 え

る ことで,自 分が気 に入

って い る絵 以 外 で も よ

さを見つけ出 し,考 え を

深 め よ う とす る態 度 を

身 に付 け させ よ う と し

た。
イ ラス トを始 めの人に戻 し, 友達 の ミニ饉賞文の優

れた点を紹介 した。

0本時の学習を生かして,次 時は絵の魅力を引き出す

鑑賞文を書くことを予告した。

「夕方のオ レンジなど

の暖色が少女と猫を照

らして,切 なげな雰囲

気が出ている」 という

表現が,絵のよさをと

で もよく表 していると

思います。
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(2)考 え,表現する場の工夫

〔成果〕

4分 ごとにイラス トを交換 して ミニ鑑賞文を繰 り返 し書いた ことで,生 徒はイラ

ス トによって様々な観点を使い分けなが ら.ど のよ うな形式で鑑賞文を書けばよ

いのか を身に付ける ことがで きた。

使用 した付箋が,生 徒 にとって抵抗

感 の な い分 量 の鑑 賞 文 を書 くた め

の,適 切な大 きさであ つた。

次時 の 「画商 にな って絵のよ さを引

き出す活動」では,普段接す る こと

の 少 な い 日本 画 や 浮 世絵 を扱 った

が,生 徒は これ まで学習 して きた観

点 を も と に絵 の特 徴 を次 々 に見 つ

け出 し,文 章に表す ことがで きて い

た。

〔課題〕

交流時に,教 師が観点に沿つて生徒の鑑賞文を取 り上げ評価 したが,そ の後繰 り

返 し饉賞文を書く中で観点を根拠 とした感想の羅列が多くなるな ど,表 現に幅を

持たせることができなかった。より表現力を高めるためには,グループ交流で 「な

ぜ この鑑賞文は優れているのか」について他の生徒の作品か ら柔軟に学びとるこ

とも必 要であ つた。

次時の 「画商 にな って絵 のよ さを引

き出す活動」の中で も,そ れぞれ の

観点 の関わ りが希薄で.単 に 「よ い

ところを列挙 した感想文」になる生

徒が多か つた。複数の観点 に繋が り

を持 た せ 一 つ の 文 章 に ま とめ る 力

の育成 も必 要であ つた。
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『思書と口椰とをつなげョ活用力の向上を目るJ

撃-0真 目的研究
～交流を通して思考力・判断力・表現力を高める学習指導の工夫～

(小学2年 算数科 単元名  「かけざん 九九づくり」 全17時間)

苫前町立古丹用小学校 佐 治 慣 吾

は じめ に

(1)単元について

前単元では,乗法の意味や式,答えの求め方について理解を図るとともに, 5の段 ,

2の 段, 3の段, 4の段の九九を構成 し,そ れを使った問題解決や問題づくりもさせて

きた。また,そ の範囲の九九について表にまとめることも扱い,交換法則などのきまり

にも着目させた。

本単元では, これらの既習事項をふまえ,同 数累加としての乗法の意味をもとにした

り,乗数が 1増えると積は被乗数と同じ数だけ増えることをもとにした りして, 6の 段 ,

7の 段, 8の 段, 9の 段, 1の 段の九九を子どもたち自身で構成 していく。

九九は,こ れか ら学習する乗法や除法の計算などの基礎 となる内容なので。すべての

子どもがその意味を理解 し,且 つ,技能として定着できるようにすることが重要である。

九九の構成の学習が終了しても,練習の機会を繰 り返 し設けた り,ゲームにして取 り上

げたりするなど,継続的な取 り組みによって習熟を図つていきたい。

また,九 九を習得 したあと,連続量の場面と関連させて,「 いくつ分」を 「何倍」 と

して捉えることも指導する。倍概念は,本単元の指導に始まり,以降の学年で段階的に

理解を深めていく。図の表現とも結びつけながら,実感を伴つた理解がされるように指

導を工夫 していく。

2 研究の観点

(1)相尋計■の工夫

本単元の基礎 。基本となることは,「基準量 (1つ 分の数)を 決め,そ のいくつ分あ

るかを計算する」 という,乗法の演算の意味を理解することである。乗法九九の意味に

ついては,前単元で指導 してきたが, 6の段以降のどの九九でも活用できる考え方であ

ることを確実におさえる必要がある。そのため, 6の 段以降 も児童自身で図をかき ,

九九を構成するようにした。そして,確認問題として乗法の意味を問う問題を設定する

ことで,習 得 したことを活用するような指導計画を考えた。

また,本単元では倍概念 も指導する。倍概念は,前単元か ら学習 してきた 「いくつ分」

を「何倍」 として捉えることである。数量を円滑に数える方法として扱ってきた乗法の

場面と異なるため,混乱を避けるために,倍概念の学習は単元の最後に行った。

本時では,箱 に入ったチ ョコレー トの個数を数える場面を取 り扱った。数は多くない

ので, これまでの生活でも, 1つずつ, もしくは 2と びで数えてきたようなものである。

そこで,今 まで 「はかせ く早く 。簡単に 。正確に)」 で数を数えるためにかけ算を活用
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してきたことを想起 し,学習 してきたかけ算を使つて数える方法を考える課題を設定 し

た。早く簡単に数えるためには九九を活用することが必要で,ど のようにすれば九九を

活用できるようになるかを課題として設定 し,見通 しをもたせるようにした。振り返 り

問題では,発展的な内容として,本時の問題よりも複雑な場面の問題を設定 した。全体

交流で出てきたいろいろな考え方から,分 けたり,動かした り,補完した りして並べ替

えることで,か け算を使つて数えることができることを気付かせるようにした。

(2)考 え,表現する場の工夫

算数において問題把握の段階で重要になってくるのが,「問題場面の理解」 「求答事

項 (聞 かれていること,求めること)を とらえること」 「既知事項 (分かつていること)

や条件をとらえること」 「使えそうな既習事項を思い出すこと (類推的な考え方)」 で

ある。 このうち.本単元では特に「使えそうな既習事項を思い出すこと (類推的な考え

方)」 に重点を置き,問題提示後に見通すようにした。

本単元で活用する既習事項は,「基準量 (1つ 分の数)の 設定」 「いくつ分」である。

乗法の式を図で表すことを既習事項 とし,「 式と図で表す」→ 「補足となる語句や図を

書き込む」→ 「図を用いて説明する」活動を継続的に行うことで,乗法を用いた数え方

について,全員が説明できるようにした。単元を通 して,乗法を図で表 したあとは必ず

ペア交流を行った。つまり, 自分で表す図は他人に説明することを前提としており,ベ
アの相手を理解させるような図式化を意繊させることができると考えた。また,全体交

流では説明を 1人だけで行わず。途中で交代 してリレー しながら行 うことで,全員が主

体的に関わ り学習内容の理解を深めるように指導 してきた。

本時では,「乗法を使える形にする」という活動に焦点化できるような見通 しをもた

せた。そうすることで,その後の自力解決や交流で乗法を使 うことを意識 して取 り組む

ことができると考えた。振 り返 りの問題もそのままでは乗法を使えない問題を設定 した。

「乗法を使える形にすることで,円 滑に数えることができる」というまとめを定着させ ,

乗法を活用できた実感をもたせたいと考えた。また。ノー トをもとに,ベ ア交流を行っ

た。その後,全体交流ではノー トを実物投影機でテ レビに映した。ペア交流で自信をも

たせたうえで,わかるように筋道だった説明をするよう教師が適切に関わつていくこと

で,表現力が向上すると考えた。振 り返 り問題では,「見ただけでわかるように式と図

をかこう」と投げかけることで,板書を参考に,考え方の図に説明の補助 となる語句や

図をかけるようにした。
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3 単元の目標

0乗法に関して成り立つきまりを用いて, 6, 7, 8, 9, 1の 段の九九を構成すること

ができる。

06, 7. 8, 9, 1の 段の九九の唱え方について知り, 6, 7. 8, 9, 1に 1位数を

かける計算が確実にできる。

4 指導計目 (17時間)

時数 主な学習活動と児童の様子 (0教師の発間・児童の反応) 【評価規準】と視点

1

000000
000000
0の 数を数えましょう。

0解決の見通 しを立てる。

。かけ算を使 って数え られる。

O自 力解決を し,交 流する。

・ 2× 6=12だ 。

・ 6× 2で もできるよ。

Oど うして 2× 6に も 6× 2に

交流する。

。たてに 2つ 囲めば 2× 6だ。

・ 1つ 分の数を 6に すれば 6×

もなるのかをペアで

彙■  6の だんの九九をつ くって しらべよ う。

06の 段を児童自身で構成する。

06の 段の構成の特徴を考える。

・かける数が 1増 えると,答 えが 6 ずつ増える。

まとめ 6の だんは,か ける数が 1ふ えると,

答えが 6ずつふえる。

だ 。

振 り返 り問題

J  指導辞岳ムエ夫  |

【数学的な考え方】

・乗法の仕組みを使つてO
の数 え方 を考 え る ことが

で きる。 (ノ ー ト)

―
―
ｌ
ν

「

視点 2

考え,表現する場の工夫

【数学的な考え方】

06の 段の構成の仕方を考

える ことがで きる。

(ワ ー クシー ト)

0全体交流で, リレー形式で説明させる。   =
。まず, 1つ分の数が 6な ので,0を 6こ かいて囲

み. 6の まとまりをつくります。

。つぎに,い くつ分が 3な ので, 6の まとまりを 3

つ分かきます。

視点 2

表現する場の工夫え考

ノ

「
―
―
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２

　

３

06の段の九九を覚える。 【技鮨】

06の 段の九九を確実に唱

えることができる。

(九 九暗唱の日き取り)

4

O000000
0000000
0の 数を数えましょう。

0解決の見通しを立てる。

・かけ算を使つて数えられる。

O自 力解決をし,交流する。

・ 2× 7で も 7× 2で もできるよ。

Oど うして 2X7に も 7× 2に もなるのかをペアで

交流する。

。たてに 2つ 囲めば 2× 7だ。

・ 1つ 分の数を 7に すれば 7× 2だ。

凛■ 7のだんの九九をつくってしらべよう。

7の 段 を児童 自身で構成す る。

7の 段 の構成 の特 徴 を考 える。

か ける数が 1増 え る と,答 えが 7ず つ増 え る。

まとめ 7のだんは,かける数が 1ふ えると,

答えが 7ずつふえる。

振 り返 り問題

7× 3の しきになる図をかいて,図 のかき方を

説明 しましょう。

0全体交流で, リレー形式で説明させる。   =
。まず , 1つ 分の数が 7な ので,0を 7こ かいて田

み, 7の まとまりをつ くります。

・ つぎに,い くつ分が 3な ので, 7の まとまりを 3

つ分かきます。

０

０

視点 1

指導計画の工夫

―
―
―

ノ

「

【数学的な考え方】

・ 乗法の仕組みを使 つてO

の数え方を考えることが

できる。 (ノ ー ト)

視点 2

表現する場の工夫
夏

ミ
ｌ
ｌ

【数学的な考え方】

07の 段の構成の仕方を考

える ことがで きる。

(ワ ー クシー ト)

1:更「:頭季:場の珪

5

6

0 の段 の 九九を覚 え る。 【技鮨】

07の 段の九九を確実に唱

えることができる。

(九 九嗜唱の聞き取り)

-32-



1れ つに 3人 ずつ. 4れ つにならんでいます。

ぜんぷで何人いるでしょうか。

0解決の見通 しを立てる。

・ 1つ 分の数が 8で ,い くつ分が 4だ。

O式 を立て,図 をかき,図 のかき方を交流する。

・式は 8× 4だ。

→ 8人 ずつ (8の まとまり)

まず, 1つ 分の数が 8な ので,0を 8こ かいて

囲み, 8の まとまりをつ くります。

つぎに,い くつ分が 4な ので, 4の まとまりを 4

つ分かきます。

4× 8と おな じだ。

課題  8の だんの九九をつ くって しらべよ う。

08の 段を児童自身で構成する。

08の 段の構成の特徴を考える。

・かける数が 1増 えると,答えが 8ずつ増える。

まとめ  8の だんは,か ける数が 1ふ えると,

答えが 8ずつふえる。

振 り返 り問題

00000000
00000000
00000000
0の 数の数え方を図や言葉で説明しましょう。

0全体交流で, リレー形式で説明させる。
。まず,横 に 8こ のOを 囲みます。 これで, 1つぶ

んの数が 8に な ります。

・ つぎに,同 じように 8こ ずつOを 囲んでいくと,

8の まとまりが 3つ できます。

・ 8の まとまりが 3つ 分なので, 8× 3=24で .

答えは 24こ です。

【知讚 。理解】

乗法の式を読み取 って場

面を表す図をか くことが

できる。(ワ ークシー ト)

【数学的な考え方】

08の 段の構成の仕方を考

えることができる。

(ワ ークシー ト)
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08の 段の九九を覚える。

0解決の見通しを立てる。

・ 1つ 分の数が 9で ,い くつ分が 4だ。

O式 を立て,図 をかき,図 のかき方を交流する。

・ 式 は 9× 4だ 。

→ 9人 ず つ (9の ま と ま り )

まず, 1つ 分の数が 9な ので,0を 9こ かいて田

み, 9の まとまりをつ くります。

つぎに,い くつ分が 4な ので, 4の まとまりを 4

つ分かきます。

4× 9と おな じだ。

【技鮨】

08の 段の九九を確実に唱

える ことがで きる。

(九 九暗唱 の聞 き取 り)

【知■ 。理解】

乗法の式を読み取 つて場

面を表す図をか くことが

できる。

(ワ ークシー ト)

課題  9の だんの九九をつ くって しらべよ う。

09の段を児童自身で構成する。

09の 段の構成の特徴を考える。

・かける数が 1増 えると,答 えが 9ずつ増える。

まとめ  9の だんは,か ける数が 1ふ えると

答えが 9ず つふえる。

振 り返 り問題

OOOOOOOOO
OOOOOOOOO
Oの 数の数え方を図や言葉で説明しましょう。

0全体交流で, リレー形式で説明させる。

【数学的な考え方】

09の 段の構成の仕方を考

える ことが で きる。

(ワ ー クシー ト)

9人 ずつのやきゅうチームが 4チ ームあ ります。

ぜんぶで何人いるで しょうか。
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まず,横 に 9こ のOを 囲みます。 これで, 1つ 分

の数が 9に な ります。

つぎに,同 じよ うに 9こ ずつOを 囲んでいくと,

9の まとまりが 2つ できます。

9の まとまりが 2つ 分なので, 9× 2=18で ,

答えは 18こ です。

1  1

12

09の 段の九九を党える。 【技鮨】

09の 段の九九を確実に唱

えることができる。

(九 九暗唱の日き取 り)

13 0 の段 の 九九を党 え る。 【技鮨】

Olの 段の九九を薔実に唱

えることができる。

(九 九暗唱の日き取り)

14

本 時
1  指導辞畠あ工夫

1課

題
 :尋露i:

フか ってチ ョコ レー

_         
―卜の数 の数 え方

|=考
え よ つ 。

O解決の見通 しをもつ。

・ か け 算が つか えるよ う

そ ろ        

に ,

える・ 分 ける 。う

0図 や        

ごかす

)式 で ノー トに説明をかき ,

。      
交流する

隣」回璽盤…,マ

●

閂 盤
… 6● ,と

1考え.表競寧る場の工夫
【歓学的な考え方】

0乗 法を使つた数え方を考

えることができる。

(ノ ー ト)

ま とめ  分 けた りうごか した りして,か け算 をつか え

るな らべ方 にそ ろえる とよ い。
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振 り返 り問題

1考え.表摯季:場の工夫

●・
`つ

0●●分ヒ,け て,00● a

l● ||● .

●え つ0こ

■0'こ ●うつ して `0● 2● |

っく0.

●え 90こ

【歌学的な考え方】

0乗 法を使つた数え方を考

えることができる。

(ワ ークシー ト)

15

電車の長さは 4cmで す。 この電車 2台 分の長さ

と 3台 分の長さをもとめましょう。

0解決の見通しをもつ。

・ 4cmの 2台 分だから,

02つ 分のことを「2倍」.

ともいうことを知る。

かけ算 じゃない。

3つ 分のことを「3倍」

Oつ 分=0倍 といい。かけ算のしきであらわす。

振 り返 り同■

2cmの 5倍 の長 さになるように,色 をぬ りまし

ょう。 また, 2cmの 5倍 の長さを,か け算で も

とめましょう。

―
―
―
′

「

視点 1

指導計画の工夫

【知曲・ 理解】

0倍 はかけ算の式で表され

ることを理解 している。

(教 科書問題)

16 0練習問題に取り組む。 【技鮨】

06. 7, 8. 9. 1の 段

の九九を確実に唱える こ

とができる。

(ノ ー ト)

17 0ま とめの練習問題に取り組む。 【知由・理解】

●式に表したり,式 を読み

取 つた りす る ことを通 し

て,乗法 が用 い られ る場

面 の数 量の関 係 につ いて

理解 して いる。 (6,7.

8, 9, 1の 段 )

(ノ ー ト)
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5 本時の実際

(1)本時の目標

0も のの数を数える際に乗法を用いる方法を考えることができる。 【数学的な考え方】

○ものを数える際に乗法を使えることに気付き,乗法を用いて数えようとしている。

【関心・意欲・態度】
(2)本時の晨日 (14/17)

主な 学習活動 (・ 児童 の活動 0教 師の働 きか け ) 【評優規準】と視点.支援○

問

題

把

握

6

分

自

カ

解

決

7

分

チ ョ コ レー トは 何 こ あ る で し

ょ うか。

ノ    【指:詳出の工夫】

問題 を読み.チ ョコレー トの図を見た。

… …

えそ 江 見え

…

【関 心・ 意 欲・ 感 度 】

tル を破える際に乗艦を電いるこどでln,:

歌えることができることに気付さ. 晏涯を用

i(1た 11:し て1る 、 11`:|

00け

"を

使つて1え たII¢ で ,.け ,を 使える

ようにI夫 しな,ればiけな11こ とをIEし |

|を 菫点化させた.

チ ョコ レー トの 数 え 方 を考 え , ノー トに図や 式 を 交え

書 いた。

・ 課題に対する見通 しを i/て た。

Oか け算 を使 えるよ うにす るには, どうすれば よいのだ

，
　
，
し
　
・

え

き

に

る

■

■

■

せ

―

を

文

か

図

や

●

視点 2

表現する場の工夫】

それを順序立てて式

,説明できるように

0r rr,lltEltil. l0lir r[tt
I

r-------------------:
llg.+fftit L )il 

I

itEtlrili, Et4ltqtl:: it i

il!!., t:l- - - ----- - - --l
0l] Jrf lf I t;,tlr:[. 11,1&itt

'nit6; i i$t. tl0+-t-[t$
.Ilith6JiItbIt.

空いているところにチョ

コレー トを入れたら, 6

のまとまりができたぞ。
6× 5=30で ,30こ
ん ?おかしいなあ。
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交

流

ベ ア で チ ョコ レー トの 教 え 方 を 交流 した。

◎ わ か らない ところや ,気 に な った こ とは どん どん質 問 し

てね .相 手が わか る まで説 明 しま しょ う。

テ レビに 児 童 の ノー トを映 し, ノ

― 卜を書いた 児 童以 外 の 子が数 え方を想像 して説明 した。

◎ それ ぞれ の か い て くれ た図 を映 します。 自分 と違 う考

え 方を してい る 1)の につ いて,説 明 してみ ま しょ う.

○ 全員 の 自力解 決 を待 た

ず ,時 間 で 区切 つ た .

○ 「ど うや っ てか け 算 を

使 え る よ うに した か 」

を 必 ず 説 明 す る よ う

に促 した .

○は じめは ノー トを映 し

て全員で交流 し,適 宣

代表児童を指 名 して説

明 させた .

20

う)
6のまとまりを作つて. 6X5=30に
しているけど, ここの 6個はチョコレー

トがないから,敗えちゃいけなくない?

観点2

【考え 豪現する■の工夫】

ペア交流を行い 説明する活腱

を全員が行う。また 全体交贅

での理解を凛めるため いろい

るな考え方に触れられるように

する。

3X8だね,同 じ

同じ。ぼく,他の

もあるよ。

3のまとまりを

作つたら,8つ
ぶんできたよ。

○ 実 物 投 影機 で , rど t,

た
',の

ノー トを使 い 発

表 させ た。

観点2

【考え 衰凛する場の工夫】

どのようにしてかけ算を使える

ようにしたか いろいろな方法

について全員が考える場を設定

することで 本時の口■につい

てまとめを行えるようにする。

3のまとまりを作って それが 3つぶんになつたの

で 3X8=24と いうふうに破えたと思います。

上の3日 を右にうつして 6のまとまリ

を4つぶんにしたんだ。

ll t f
′

 ' ヽ :

空いているところに 6こら、

やして 6X5=30。 で

も それじゃあ本当はない

ものを致えてるから…

0こ あとから引けばいいん

だ !だから -6を している

んだ。

ペアで話して 付け加えたくなったこ

とを書き足しても良いですか?
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振

り

返

り

12

分

0ど うした ら,チ ョコレー トの数を数えることができま

したか。

確 認 問題 に取 り組 んだ。

上が 3× 2で ,下が6X3.
これをたしてできるね。

ま とめ  分 けた りふ や して へ ら した りうつ した り して ,

か け算 が つ か え るな らべ 方 にそ ろえ る とよ い。 視点 1・ 視点 2

〔指導計百の工夫・

考え 表現する場の工夫】

した量
=事

項をそのまま

る間■にした。また,

f見ただけでわかるように」と

菫口させ,全体交流で出てきた

算餞的表現を適切に用いるよう

にする。

図を方一え
。
数

か
る

。

う

え́
う

よ
数
よ

し
て
し

て

っ
明

る
か

つ

あ

っ
せ

こ
を
で

何
算
き

は
け
し

０

か
や

0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
O 0 O 0 O O
O 0 O O O 0
0 0 O O 0 O 【数学的な考え方】

を使つて考え 目や式で晨哺すること

“
|ワ
ークシート|

01つ 書けた児童には別

の考え方にも取 り組ま

せた。
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6 麒 と閣

(1)指導計■の工夫

〔成果〕

・ 単元を通 して 「基準量 (1つ 分の数)や いくつ分」を矢印で表 した り,色 分

けした りすることを徹底 し,意識 させることによ り,乗 法の意味を着実に理

解させることができた。

・全体交流において子 どもか らの気付きの声があり,振 り返 り問題ではその気

付きを生か して取 り組む子 どもの姿が見 られた。

〔凛■〕
。課題提示の段階で,子 どもか らでた 「まとまりをつ くる」 という本時の重要  i

:

な考 え方 を.指導 の中で生かす ことがで きる とよか った。          i

〔課題〕

。2年生における表現活動で必要な饉彙,構成力などを養 うためには,ベ ア交

流や全体交流での児童の発書に対 して教師が価値付けを行い,よ りよい表現

ができるようにしようという意欲をもたせることが必要である。

(2)考 え,表用する月の工夫

〔成果〕

・ 日々の子 どもの考えを全体 に返 し,そ れを他の子が説明するという活動は ,

思考を広げる上で有効な手だてであつた。

。子どもの発達段階を適切にとらえ,見通 した教師の発同や机間指導,交流で

の投げかけは,思考力・ 判断力・ 表現力の向上に効果的な ものであった。
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‐

研究の成果と課題について

平成 24年 度か ら「活用 力を向上 させ る学習指導 の実践的研究」 のテーマの もと,研究

を進 め,本 年度 まとめの年 を迎え ま した。昨年度 の 3本 の検証授 業か ら課題 とな って いた

ところを修正 し,理 科,国 語科,算 数・ 数学科 ,で研 究協 力校・ 研究協 力員 による検証授

業 を各教科 1本 ず つ行 いま した。

各視点 の成果 と課題 につ いては,以 下のよ うに明 らか にす る ことがで き ま した。

理科

本単元では,ま ず教師が示範実験 を行 い。その実験 を見て驚 いた り不思議 に思 つ

た りした子 ど も達 が抱 いた 「問 いJか ら問題 (課 題 )を 設定 す る ことによ って ,

問題解決的な学習への意欲的 を高めた い と考 えた。 本時 は,子 ども達 か ら出て きた

問題 (課 題)の 一つである 「食塩 や ミ ョウバ ンをた くさん溶かす には どう した らよ

いか」 とい うことにつ いて,生 活経験か ら方法 を予想 し,実 験 を行 って考察す る活

動 を設定 した。 このよ うな指導 を展開す る ことによ って,問 題意識 を もち,実験 に

対 して主体的 に取 り組む子 どもの姿が見 られ,結 果の考察 にお いて も自分の言葉 を
つか つて記述す る子 どもが増 えた。

また ,単 元後 半 の活 用 問題 「水 ,食 塩 , ミ ョウバ ンを見分 け る方法 を考 え る J

とい う問題 で も,既 習事項 を生か して判別 す るた め の実験 方 法 を考 え,解 決 をす

る ことが で き,「 温 度 によ る とけ方 の違 いJと い う本 単元 で学 ぶ学 習事項 を しっ

か りと身 に付 け させ る ことが で きた。

実験結果をもとに考察の内容をどのように表現するのかについて,個 々に対する

適切な支援計画を考えてお く必要があつた。
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国語科

前単元 まで に身に付 けて きた子 ども達 の文章 を記述す る力か ら指導 内容 を考 え ,

前時 にタ ッチの違 ういろいろなイ ラス トを鑑賞 し,絵 を見 る観点 を子 ども達 が見つ

けだ して い くことを行 い,本時 では子 ども達が普段 目に して いるよ うなイ ラス トか

ら鑑賞文の指導 を行 つた。 このよ うに現時点での実情 と単元後の 目指す子 どもの姿

を見据 え,ど のよ うに指導 してい くか指導 の内容 を考 えてい くことによ って,子 ど

も達が鑑賞文 をどのよ うに書けば よいのか とい うことの理解が容 易にな り,指 導事

項 「伝 えた い事実や事柄 につ いて,自 分の考えや気持 ちを根拠 を明確 に して書 くこ

と。」 とい う目標 を達成す る ことがで きた。

本単元では。 「画商になって絵のよさを引き出す。」 という言語活動を行 うこと

を子ども達には知 らせずに指導を行った。 目的意識をもたせることによって,よ り

子ども達の活動に意味をもたせることができるという点か ら考えると言語活動の提

示をすべきだつた。

口が習得 した知識をどのように全体の場でまとめ,そ の後の活動の中に生か して

いくか教師の意図や力量が必要となって くる。

算数 0数学科

本単元の習得すべき知識である乗法の演算の意味 「 1つ ぶん (基 準量)× いくつ

ぶん」 を意識 させることを徹底 し,子 ども達は理解 していた。基礎知畿を活用でき

るまで高めていくことによ り,本時の活用問題を自力解決することができた り,全
体交流において子 どもか らの気付きの声があつた。 さらに,振 り返 り同■ではその

気付きを生か して取 り組む子どもの姿が見 られた。
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理科

問題解決学習 を進 めて い くことは,筋 道 立てた考 え方 をさせ るの に有効であった。

その中で も,問 題 を理解 した上で筋道 立 った予想 をさせ る ことは,実 験 結果 を自分

の言葉 と して表現 しやす い ものにす る ことがで きた。

またグルー プ交流で友達 との考 えの比較 を行 うことは,よ りす ぐれた表現 を見付

けた り。 よ りよ い表現 に しよ うと した りす る 子ども達 の姿が見 られ有効だ った。

わか った こと (考 察)の 表現 が,実験 結果 を文章化す る ことに とどまって しまう

子 ども達が多 く見 られた。 目的 に合わせた考察 に高め るため に,キ ー ワー トを確 認

しなが ら文章 をつ くる等 の段階 を踏 んで学習 を進めて い く手立てが必要であ つた。

また。 グループ交流は有効で あった ものの,グ ループや個 人によってよい表現 を

選ぶ基準 に違 いが見 られた。 交流 の視点 を明確 に した り,毎 時間の指導の中でよ い

表現 とは どのよ うな ものか子 ども達 に気付かせた り,理 解 させた りして い く必要が

あ った。

国語科

4分間で次 の絵 の鑑賞 文 を書 くとい う活動 は,テ ンポがよ く,新 たな気持 ちで取

り組んで いる様子が見 られた。繰 り返 し書 いて い くことで,子 ども達 の中で文章が

フラ ッシュバ ックされ ,文 末表現 やつな ぎ言葉の練習 に もな って いて表現 力の向上

に効果的 であ つた。 また,付 箋紙 に書かせた ことが,量 と して も適 当で,根 拠 と し

た観点 に集中 して書 くことにつなが った。

また,言 語活動 「画商 にな って絵 のよ さを引 き出す。」 では,普 段接す る ことの

な い 日本画や浮世絵 を扱 つたが , これ までの学習 の観点 をもとに絵 の特徴 を見付 け

出 し,文 章 に表す ことがで きた。
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観点の層列にな らないような表現方法の習得を考えると,も っと交流の時間を長

く取 り, 3・ 4人 のグループにして交流 し合った方が,よ り高い表現力を身に付け

させることができた。言語活動の様子 も見ると,複 数の観点につなが りをもたせ ,

一つの文章にまとめる力の育成 も必要であつた。

算数・数学科

自力解決で導かれた図や式を全体発表の場で示 し,そ れを他の子が どういう考え

方で行つたのかを考え説明するという活動は,思考を広げ.高 める上で有効な手立

てであった。

表現力の向上を図るためには,ベ ア交流や全体交流での児童の発言に対 して,教
師が価値付けを行い,よ りよい表現をしていこうという意識付けをさせていく必要

がある。
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0小学校学習指導要領

・ 中学校学習指導要領

0国語の活用力を育てる授業

0算数の活用力を育てる授業

0わかる小学校理科授業 入門講座

。問題解決の授業をどうつくるか

・ 必ず PISA型 読解力が育つ七つの授業改革

・ 論理的思考力を育てる 算数×国語の授業

・ 小学校国語 B問題を授業する

。言語活動の充実に関する指導事例集

・ 数学的な考え方の具体化と指導

・ 算数のキーワー ドと高次の学力を育てる指導

。全国学力・学習状況調査の 4年間の調査結果から

今後の取組が期待される内容のまとめ (小学校編 )

・ 全国学力・学習状況調査の 4年間の調査結果から

今後の取組が期待される内容のまとめ(中学校編 )

●パフォーマンス評価

思考力・申l断力・表現力を育む授業づくり

・ 読解力を高める表現力を高める

国語授業のつくり方

。「言語活動Jを生か して

確かな 「国語の力」を身につけさせる

0単元を貫く言語活動の全てが分かる !

小学校国語科授業&評価パーフェク トガイ

西村 佐二 著

坪田 耕二 著

村山 哲哉 著

日置 光久 編

有元 秀文 著

田中 博史 編著

大熊  徹 編著

片桐 重男 著

片桐 重男 著

文部科学省

文部科学省

光文書院

光文書院

文漢堂

明治図書

明治図書

明治図書

明治図書

文部科学省

明治図書

明治図書

国立教育政策研究所 教育課程研究センター

国立教育政策研究所 教育課程研究センター

田中 耕治 著

全国国語授業研究会

ぎょうせい

筑波大学付属小学校国語研究部 編著  東洋館出版社

科学的『読み』の授業研究会 編  学文社

水戸部修治 著 明治図書
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研究協力校

苫前町立古丹別小学校 (共同研究担当 :佐 治 慎 吾)

増毛町立増毛中学校  (共同研究担当 :大 石 晴 之)

研究協力員

日繭管内教育研究所

須 田  創

佐 藤 秀 斗

伊 東 裕紀子

高 ホ 加奈子

(留萌市立留萌小学校)

(増毛町立増毛小学校)

(留萌市立北光中学校)

(初山別村立初山別中学校)

東   公 康

中 村 弘 樹

豊 崎 東 洋

中 野 恵 輔

會 田 匡 啓

小 山 俊一郎

伊 藤 朋 恵

片 山 知 郎

野々村 光 史

校 田 由 香

所   長

主任研究員

研 究 員

事 務 員
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―
・        あとがき ◆

― ―
今年度は, 3か 年継統研究のまとめの年として,研 究主題 「活用力を向上させる学習指

導の実践的研究」のもと,「指導計画の工夫」 「考え,表現する場の工夫」 という 2つ の

視点について,理論研究 を進めるとともに,研究協力校.研 究協 力員による検証授業 を

行つてまいりました。

今回,そ の成果 と課題を『研究紀要』第 20号 としてまとめることができました。 これ

もひとえに,共同研究推進のためにご尽力いただいた研究協力校 と研究協力員の皆様方 .

そ して今年度検証授業を提供 して くださった。増毛小学校,北 光中学校,古丹別小学校の

ご理解 とご協力によるものと心よ り感謝申し上げ ます。

また,紀要発行にあた り,各 関係機関にも多大なお力添えをいただきましたことに対 し

ましても,重ねてお礼申しあげます。本書を多くの先生方に読んでいただき,校内研究や

個人研修 , 日常の授業実践においてご活用いただければ幸いです。

来年度は, 3年次研究の成果を踏 まえた上で,新 たな研究に取 り組み,多 くの成果が得

られるように努力して参 ります。今後 とも当研究所に対 しまして,変 わ らぬご指導 とご協

力のほど宜 しくお願いします。

平成 27年 3月

研究紀要 第 20号

確かな学力をはぐくむ撃■相口の奥目的研究

平成 27年 3月

留萌管内教育研 究所

〒077-0033 留 萌市見晴町 2丁 目27番 地

Tel・ Fax (0164)42-2635(直 )

E― lna i l  rukenOeducet plala or.jp

U R L  http://ruken hs plala or jp

所長 東  公康

白疇印刷株 式会社

〒077-0044 留萌市錦町2丁 目3-20

Tel (0164)42-1111
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発行所
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